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１ 四半期財務諸表の作成等に係る事項 

① 会計処理の方法の最近連結会計年度における方法との相違の有無：有 

② 連結及び持分法の適用範囲の異動の状況                ：有 連結(新規) ２社 

③ 公認会計士又は監査法人による関与の有無                    ：無 

 

２ 平成18年３月期第１四半期財務・業績の概況（平成17年４月１日～平成17年６月30日） 

(1) 経営成績（連結）の進捗状況                     (注)記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 売上高 営業利益 経常利益 

 

平成18年３月期第１四半期

平成17年３月期第１四半期

百万円   ％

1,185   (9.4)

1,082    (－)

百万円   ％

△1      (－)

189     (－)

百万円   ％

△4        (－)

193    (－)

（参考）平成17年３月期 4,255         564           515            

 

 四半期 (当期)純利益 
１株当たり四半期  

(当期)純利益 

潜在株式調整後１株当たり

四半期(当期)純利益 

 

平成18年３月期第１四半期

平成17年３月期第１四半期

百万円   ％

△99      (－)

110      (－)

      円   銭 

△213    06 

1,636       06 

円    銭 

   －     － 

1,616       19 

（参考）平成17年３月期   700          8,690       40 8,618       67 

(注)①持分法投資損益  

平成18年３月期第１四半期  － 百万円 平成17年３月期第１四半期 1百万円 平成17年３月期 △22百万円 

②期中平均株式数（連結） 

平成18年３月期第１四半期  465,426株 平成17年３月期第１四半期  67,474株 平成17年３月期  78,337株 

③売上高、営業利益、経常利益、当期（四半期）純利益におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率 
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[経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等]  

第１四半期会計期間におきましては、第９期第３四半期に行われました株式会社エフエム東京との資本業

務提携による協業の一つである音楽関連ビジネスを拡充するために、ＣＭ楽曲制作会社である株式会社サー

ティース、ＣＭ楽曲権利マネージメントを行う株式会社ユナイテッド･ワールド･ミュージックの２社を４月

１日付けでグループ化致しました。株式会社サーティースが有する楽曲制作能力、ライセンス管理能力、新

人アーティスト発掘能力等の確保、また株式会社ユナイテッド・ワールド・ミュージックが管理するＣＭ楽

曲の権利等を活用することにより、当社グループがこれまで展開してまいりました携帯電話向け有料情報配

信サービスの強化、並びに今後積極的に取り組んでまいります音楽関連ビジネスの推進等を図ることで、当

社グループ全体の収益拡大に取り組んでまいります。なお、この２社のグループ化に伴う連結調整勘定の当

四半期分の償却が当連結会計期間に発生しております。 

インフォメーションプロバイダー事業につきましては、当社グループの運営するサービスの大多数を占め

る携帯電話向けの待受画面カテゴリーの市場が飽和状態にあり、かつ競争が激化していることから、既存ユ

ーザーの減少が見られ、減収減益要因となりました。一方で、携帯電話市場においては第三世代携帯端末が

普及し、より高機能・高品質なコンテンツ及びサービスが求められております。特に携帯電話向けの音楽配

信やゲーム配信の市場は引き続き高い成長が予測されており、当社グループはこのような状況の中、携帯電

話向けのゲーム開発や、音楽配信用の権利獲得に積極的に取り組んでまいりました。当四半期におきまして

は、減収減益の結果となりましたが、これまで開発したゲームコンテンツを順次配信する他、当社グループ

による音楽配信、その他新規サービスの提供等の取組みが、第２四半期以降、本事業の収益に貢献してまい

るものと考えております。 

海外においては、６月末現在、当社グループで11カ国12キャリア８言語でサービスを提供しております。

当連結会計期間においては、海外現地法人である英国GignoSystem Europe Limited、及び米国GignoSystem 

America,Inc.を通じて、イタリア、カナダにおいてそれぞれサービスを追加し、提供サイト数も増加するな

ど堅調に事業を拡大しております。今後は日本で開発したゲームコンテンツを海外において配信することも

予定しており、コンテンツの拡充に努めてまいります。 

システムソリューション事業につきましては、昨年11月にサービスを開始致しました携帯サイト向け画

像自動変換ＡＳＰサービスのクライアントの獲得が順調に推移している他、大手コンビニエンスストアの携

帯電話向けキャンペーンの受託運営等の携帯電話向けの開発案件を獲得しております。また、４月より携帯

電話向けの音楽配信をスタートしております株式会社エフエム東京が運営するモバイルサイト「Music 

Village」の運営受託にも取り組んでおり、当四半期においては収益に貢献しておりませんが、今後も高い

成長が見込まれております音楽配信市場の拡大に伴い、第２四半期以降の収益に貢献してまいるものと考え

ております。 

コマース事業につきましては、６月末時点で８ショップを運営しております。６月には女性向けグッズの

ショップである「ガールズ★プラネット」のｉ-mode公式サイト化を果たし、当ショップの売上も増加して

おります。Ｅコマース市場につきましては、課金決済システムの多様化、フェリカ搭載端末の普及等、Ｅコ

マースの利用が今後増加する環境が整うことによる市場の拡大予想されますことから、今後も取り扱い商材

の拡大に取り組む一方、業務の効率化を進めることで、本事業の収益の拡大を図ってまいります。 

また、当第１四半期連結会計期間より連結対象となりました株式会社サーティースにおきましては、大手

クライアントのテレビＣＭ楽曲制作を受託しております。当四半期におきましては、ＣＭ楽曲納品数の不足、

当社グループ化に伴う会計基準の変更等の影響により、52 百万円の経常損失を計上しております。株式会

社ユナイテッド・ワールド・ミュージックにおいては、自社サーバーを用いたモバイルプロモーションのＡ

ＳＰサービスを大手自動車会社、大手生活用品メーカーに提供するなど、ＣＭ楽曲権利マネージメント以外
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の収益拡大に努めておりますが、当社グループ化に伴う会計基準の変更等により、12 百万円の経常損失を

計上しております。 

当第１四半期連結会計期間におきましては、上記の各事業の状況、当社グループ子会社の経常損失、役員

退職慰労金引当金の計上等の結果、売上高は11億85百万円、営業利益△１百万円、経常利益につきまして

は△４百万円、四半期純利益は△99百万円となりました。 
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(2) 財政状態（連結）の変動状況 

 総資産 株主資本 株主資本比率 １株当たり株主資本

 

平成18年３月期第１四半期

平成17年３月期第１四半期

百万円

10,452 

5,703 

百万円

8,568 

4,331 

％ 

82.0 

75.9 

円   銭

18,407      64 

64,196   74 

（参考）平成17年３月期 10,120 8,865 87.6 95,036   45 

(注)①期末発行済株式数  

平成18年３月期第１四半期 465,490株 平成17年３月期第１四半期  67,474株 平成17年３月期 93,073株 

②期末自己株式数    

平成18年３月期第１四半期   － 株 平成17年３月期第１四半期  － 株   平成17年３月期  － 株 

 

[財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等] 

当四半期における総資産は、10,452百万円となり前連結会計年度に比べ4,749百万円の増加となりました。昨年10

月に株式会社エフエム東京に対する第三者割当増資を実施したことを主な理由として、現金及び預金を中心に流動

資産が4,852百万円増加致しました。また、投資有価証券のうち、当社グループの関連会社でありますChinese Mobile 

Value Service Corp.株式の評価替え、一部投資有価証券の売却等により、株式会社サーティースの株式を取得して

おりますが、固定資産が102百万円減少致しました。 

負債に関しましては、流動負債が517百万円増加し、固定負債が122百万円減少しております。流動負債につきま

しては、株式会社サーティースを連結化したことにより、同社の借入金等が取り込まれたことによる増加でありま

す。固定負債については、株式会社サーティース連結化による同社の長期負債が取り込まれておりますが、当社の

繰延税金負債が前連結会計年度に比べ減少していることから、減少しております。 

この結果、株主資本につきましては、前連結会計年度末より297百万円減少し、8,568百万円となっております。 

 

３ 平成18年３月期の連結業績予想（平成17年４月１日～平成18年３月31日） 

 今後の見通しにつきましては、資本業務提携しております株式会社エフエム東京との協業、４月１日付けでグル

ープ化致しました株式会社サーティース、株式会社ユナイテッド･ワールド･ミュージックとの協業、さらには本年

10月に予定しております本社移転に伴う費用の発生等、当社グループの業績に与える影響を正確に把握することが

困難であるため、現段階では平成18年３月期の業績予想の発表を差し控えさせていただくことと致しました。 
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【添付資料】 

１ （要約）四半期連結貸借対照表 

 
前第１四半期連結会計期間末 

(平成16年６月30日) 

当第１四半期連結会計期間末 

(平成17年６月30日) 

前連結会計年度 
要約貸借対照表 
(平成17年３月31日) 

区分 金額(千円) 
構成比
(％)

金額(千円) 
構成比
(％)

金額(千円) 
構成比
(％)

(資産の部)    

Ⅰ 流動資産    

１ 現金及び預金 2,639,395 7,182,470 7,895,514  

２ 売掛金 1,212,954 1,184,182 1,091,585  

３ たな卸資産 － 14,437 14,452  

４ その他 58,400 378,837 153,977  

５ 貸倒引当金 △13,168 △9,821 △9,537  

流動資産合計  3,897,581 68.3 8,750,107 83.7  9,145,991 90.4

Ⅱ 固定資産    

１ 有形固定資産    

(1) 器具及び備品 119,989 145,397 96,548  

(2) その他 17,527 113,494 18,366  

有形固定資産合計 137,517 258,892 114,915  

２ 無形固定資産 86,363 647,421 68,409  

３ 投資その他の資産    

(1) 投資有価証券 1,431,609 666,024 739,751  

(2) 繰延税金資産 － 813 －  

(3) その他 150,361 129,706 51,408  

投資その他の資産合計 1,581,971 796,545 791,160  

固定資産合計  1,805,853 31.7 1,702,859 16.3  974,484 9.6

資産合計  5,703,434 100.0 10,452,966 100.0  10,120,476 100.0
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前第１四半期連結会計期間末 

(平成16年６月30日) 

当第１四半期連結会計期間末 

(平成17年６月30日) 

前連結会計年度 
要約貸借対照表 
(平成17年３月31日) 

区分 金額(千円) 
構成比
(％)

金額(千円) 
構成比
(％)

金額(千円) 
構成比
(％)

(負債の部)    

Ⅰ 流動負債    

１ 買掛金 602,475 632,549 558,279  

２ 未払法人税等 62,419 21,214 342,336  

３ 賞与引当金 20,876 24,284 30,897  

４ その他 225,954 750,907 193,226  

流動負債合計  911,726 16.0 1,428,955 13.7  1,124,738 11.1

Ⅱ 固定負債    

１ 繰延税金負債 460,097 72,696 130,409  

２ その他 － 264,805 －  

固定負債合計  460,097 8.1 337,501 3.2  130,409 1.3

負債合計  1,371,823 24.1 1,766,457 16.9  1,255,148 12.4

（少数株主持分）    

少数株主持分  － － 117,935 1.1  － －

(資本の部)    

Ⅰ 資本金  1,126,896 19.8 3,337,426 31.9  3,335,561 33.0

Ⅱ 資本剰余金  1,054,054 18.5 3,264,585 31.2  3,262,720 32.2

Ⅲ 利益剰余金  1,453,543 25.5 1,785,161 17.1  2,043,934 20.2

Ⅳ その他有価証券 
評価差額金 

 695,486 12.2 180,264 1.7  224,634 2.2

Ⅴ 為替換算調整勘定  1,630 0.0 1,135 0.0  △1,523 △0.0

資本合計  4,331,610 75.9 8,568,573 82.0  8,865,327 87.6

負債、少数株主持分 
及び資本合計 

 5,703,434 100.0 10,452,966 100.0  10,120,476 100.0
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２ （要約）四半期連結損益計算書 

 
前第１四半期連結会計期間 

(自 平成16年４月１日 
至 平成16年６月30日) 

当第１四半期連結会計期間 

(自 平成17年４月１日 
至 平成17年６月30日) 

前連結会計年度 
要約損益計算書 
(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日) 

区分 金額(千円) 
百分比
(％)

金額(千円) 
百分比
(％)

金額(千円) 
百分比
(％)

Ⅰ 売上高  1,082,800 100.0 1,185,099 100.0  4,255,697 100.0

Ⅱ 売上原価  630,157 58.2 799,667 67.5  2,523,232 59.3

売上総利益  452,642 41.8 385,431 32.5  1,732,465 40.7

Ⅲ 販売費及び 
一般管理費 

 262,945 24.3 387,058 32.6  1,167,609 27.4

営業利益又は 
営業損失（△） 

 189,696 17.5 △1,626 △0.1  564,856 13.3

Ⅳ 営業外収益  5,934 0.5 9,345 0.8  4,553 0.1

Ⅴ 営業外費用  2,177 0.2 12,625 1.1  53,467 1.3

経常利益又は 
経常損失（△） 

 193,453 17.9 △4,906 △0.4  515,942 12.1

Ⅵ 特別利益  － － 1,508 0.1  740,906 17.4

Ⅶ 特別損失  － － 104,583 8.8  30,195 0.7

税金等調整前四半期 
(当期)純利益又は 
税金等調整前四半期 
純損失（△） 

 193,453 17.9 △107,980 △9.1  1,226,653 28.8

法人税、住民税 
及び事業税 

62,952 17,274 534,969  

法人税等調整額 20,109 83,062 7.7 △3,798 13,476 0.7 △9,098 525,870 12.3

少数株主損失  － － 22,293 1.1  － －

四半期(当期)純利益 
又は四半期純損失（△） 

 110,391 10.2 △99,163 △8.4  700,782 16.5
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